
以
前
に
亀
岡
街
道
を
散
策
し
た
時
、山
田
市
場
池
の
西
端
か
ら
北
に
小
野
原
街
道
が
始
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。「
市
場
」を
始
点
と
す
る「
小
野
原
街
道
」は
、
北
に
伸
び
、
箕
面「
小

野
原
」で
西
国
街
道
に
到
達
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
街
道
は
亀
岡
街
道
と
西
国
街
道
を
つ
な

ぐ
幹
道
な
の
だ
。
距
離
に
し
て
、
お
よ
そ
７
キ
ロ
。
と
に
か
く
、
歩
い
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
僕
は
、
い
ま
、
小
野
原
街
道
の
起

点「
市
場
池
」の
道
標
の
前
に
い
る
。
道
標
に

は「
左
・
小
野
原
街
道
」と
刻
ま
れ
て
い
る
。

い
つ
も
の
こ
と
だ
が
、
街
道
が
僕
を
誘
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
と
に
か
く
、
終
点
・

小
野
原
を
目
指
そ
う
。
さ
ほ
ど
、
街
道
の
風

情
を
感
じ
さ
せ
る
道
で
は
な
い
が
、
文
句
は

言
う
ま
い
。
道
は
、
ほ
ぼ
北
に
向
か
う
。「
大

神
木
神
社
」と
い
う
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
そ
の

先
で
名
神
高
速
道
路
を
ア
ン
ダ
ー
ク
ロ
ス
す

る
。
そ
こ
に「
山
田
名
神
下
」の
地
名
の
標
識

が
あ
っ
た
。
そ
の
側
に
あ
る「
小
野
原
街
道
」

の
解
説
板
に
よ
れ
ば
、
小
野
原
街
道
は「
大
阪

方
面
と
池
田
・
伊
丹
な
ど
北
摂
の
町
を
結
ぶ

役
割
を
持
ち
、
米
や
青
物
な
ど
物
資
の
運
搬

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
…
ま
た
、
山
田
村
は

淀
藩
の
領
地
で
し
た
か
ら
淀
と
の
物
流
や
通

信
の
た
め
の
道
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、
さ
ら

に
北
摂
の
寺
院
へ
参
詣
す
る
た
め
の
信
仰
道

と
し
て
人
々
が
往
来
し
ま
し
た
」と
あ
る
。

右
手（
東
側
）を
山
田
川
が
流
れ
、
そ
の
上
流

に
向
か
っ
て
小
野
原
街
道
は
伸
び
て
い
る
。
か

つ
て
は
、
山
田
下
村
か
ら
中
村
・
上
村
へ
と
山

田
の
旧
村
を
巡
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、

山
田
の
氏
神
・
山
田
伊
射
奈
岐
神
社
に
到
着
し

た
。
山
田
村
は「
山
田
千
軒
」の
賑
わ
い
を
見
せ
、

そ
の
中
心
に
伊
射
奈
岐
神
社
が
あ
っ
た
。
平
安

時
代
の
延
喜
式
に
記
載
さ
れ
る
由
緒
あ
る
神
社

だ
。
こ
の「
宮
ノ
前
」か
ら「
三
ツ
辻
道
標
」ま
で

の
間
、
小
野
原
街
道
は
山
田
街
道
と
重
な
っ
て

い
る
。
こ
の
二
つ
の
街
道
が
一
つ
に
な
っ
て
、

山
田
川
の
右
岸
と
左
岸
を
巡
り
つ
つ
、
北
へ
向

か
う
。
途
中
、
江
戸
後
期
に
活
躍
し
た
画
家
・

森
狙
仙
の
天
井
画
が
あ
る
紫
雲
寺
、
竹
中
邸
の

馬
上
門
な
ど
に
街
道
の
風
情
を
感
じ
な
が
ら
、

よ
う
や
く「
三
ツ
辻
」に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
小

野
原
街
道
と
山
田
街
道
は
左
右
に
分
か
れ
る
。

「
三
ツ
辻
道
標
」に
は
、「
右：を
の
原
村
・み
の
を
・

か
ち
を
寺
」「
左
：
上
新
田
・
を
か
町
・
い
た
み
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
小
野
原
街
道
の
方
向
は
右

だ
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
過
去
の
時
間
を
巡
っ

て
い
る
よ
う
な
気
に
な
っ
て
い
る
。

「
三
ツ
辻
」か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル
と
中
国
自
動
車

道
を
次
々
に
ア
ン
ダ
ー
ク
ロ
ス
し
て
北
へ
向
か

う
。
そ
こ
は
も
う
北
千
里
へ
向
か
う
上
り
坂
で

あ
る
。
大
き
な
消
防
署
が
見
え
た
ら
、
道
は
右

へ
ゆ
る
や
か
に
カ
ー
ブ
、
山
田
川
に
沿
っ
た
道

を
遡
る
。
こ
の
辺
り
、
森
の
緑
が
深
く
、
清
流

の
音
が
響
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
急
に
視
界
が

広
が
っ
た
。手
前
に
、山
田
川
の
源
流「
水
遠
池
」

が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
向
こ
う
に
大
阪
大
学

の
未
来
的
な
ビ
ル
群
が
現
れ
た
。

水
遠
池
に
沿
っ
て
左
に
旋
回
し
、
大
阪
大
学

と
金
蘭
短
期
大
学
の
間
の
坂
を
上
っ
て
ゆ
く
。

登
り
切
っ
た
ら
、「
箕
面
市
」の
標
識
が
目
に
飛

び
込
ん
で
き
た
。え
っ
！
も
う
、箕
面
市
な
の
か
。

な
ん
だ
か
別
世
界
に
来
た
よ
う
気
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
北
へ
。
ま
も
な
く
、「
小
野

原
西
６
丁
目
」の
道
路
標
識
が
見
え
た
。
も
う
、

西
国
街
道
も
近
そ
う
だ
。
こ
の
辺
り
、
街
道
の

風
情
な
ど
、
ど
こ
に
も
な
い
が
、
と
や
か
く
言

い
た
く
も
な
い
。
ま
あ
、
目
を
つ
ぶ
ろ
う
。
と

に
か
く
、
西
国
街
道
ま
で
歩
こ
う
。
そ
し
て
、

数
分
歩
い
た
後
、
小
さ
な
交
差
点
が
あ
り
、
そ

の
東
に
懐
か
し
い
街
道
筋
の
面
影
を
見
つ
け
た
。

白
壁
の
家
、
格
子
の
家
…
こ
こ
に
は
、
江
戸
期

の
街
道
筋
の
風
情
が
濃
密
に
感
じ
ら
れ
る
。
や

は
り
、
こ
れ
が
西
国
街
道
だ
っ
た
。
よ
う
や
く

小
野
原
街
道
の
終
点
に
着
い
た
の
だ
。

①市場池跡碑：亀岡街道に沿った溜池
の石碑。
②小野原街道の始点を刻む石碑。
③右：亀岡街道、左・小野原街道。
④市場から北へ、名神高速の下をくぐる。
くぐれば、旧山田村。
⑤伊射奈岐神社：この辺りは山田村の
中心で、「宮ノ前」という。
⑥山田川に沿った小野原街道の風情
ある佇まい。
⑦三ツ辻道標のぼく：左に行けば、山
田街道。右に行けば、小野原街道。

⑧三ツ辻道標：「右・をのはら村」と刻
まれている。
⑨水遠池：山田川の源流、その向こう
に大阪大学の威容。
⑩大阪大学の坂を越えたら、箕面市の
道路標識が見えた。
⑪「小野原西６丁目」：もうすぐだ。
⑫小野原の東。西国街道の雰囲気があ
る一角。
⑬「楠水龍王」を祀る辻堂。
⑭「左・京ふしみ」と刻まれている。
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山田川

亀
岡
街
道

亀
岡
街
道

山田名神下

千里万博公園

中
国
自
動
車
道

名
神
高
速
道
路

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

山田東

藤白台

上山田

西
国
街
道

山田丘

古江台 山田西
山田南

さ
て
、
次
は
小
野
原
の
東
、
西
国
街
道
の
風

情
を
残
す
一
角
を
散
策
し
て
み
よ
う
。Ｙ
字
型

の
交
差
点
に
辻
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に「
左
：
京
ふ

し
み
」と
刻
ま
れ
た
道
標
が
建
っ
て
い
る
。
堂
々

と
し
た
も
の
だ
。
そ
の
辻
堂
の
横
に
古
い
井
戸

が
あ
る
。
南
北
朝
時
代
、
湊
川
に
向
か
う
楠
木

正
成
が
こ
の
井
戸
の
水
を
飲
ん
で
心
を
癒
し
た

と
い
う
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
水
の
伝

説
か
ら
、
辻
堂
に
は
今
も「
楠
水
龍
王
」が
祀
ら

れ
て
い
る
。「
毎
年
、
５
月
30
日
に
お
祭
り
す
る

時
に
白
蛇
が
出
て
き
た
」と
、
文
献
に
は
残
さ

れ
て
い
た
。
ふ
と
、
見
る
と
、
辻
堂
の
前
に
は

山
小
屋
風
の
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
珈
琲
の
香
り
に

魅
か
れ
て
入
っ
て
み
た
。
そ
し
て
、
今
日
の
街

道
歩
き
を
振
り
返
っ
た
。
は
た
し
て
、
亀
岡
街

道
と
西
国
街
道
を
結
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
か
…
改
め
て
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
。

小
野
原
街
道
を
人
が
巡
り
、
物
が
巡
る
…
そ
の

賑
わ
い
面
影
が
、
一
瞬
、
洪
水
の
よ
う
に
僕
の

胸
に
響
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
了
）

さ
あ
、
小
野
原
の
町
、
旧
小
野
原
村
を
感
じ

て
み
よ
う
。ま
ず
、西
国
街
道
の
西
側
を
見
る
と
、

旧
小
野
原
村
の
氏
神「
春
日
神
社
」の
巨
大
な
森

が
広
が
っ
て
い
る
。
創
建
７
６
７
年
、
北
摂
で

は
最
も
古
い
社
で
あ
る
。
小
野
原
の
特
産
物
は
、

タ
ケ
ノ
コ
、
酒
米
だ
っ
た
と
い
う
。
吹
田
・
千

里
と
ま
っ
た
く
同
じ
名
物
だ
。「
万
博
以
前
の

千
里
の
風
景
を
小
野
原
は
残
し
て
い
る
」と
聞

か
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。
小
野
原
の
里
も
、
宅

地
化
が
進
ん
だ
が
、
今
も
、
こ
の
春
日
神
社
が

地
域
の「
鎮
守
の
森
」を
守
っ
て
い
る
。
こ
の
春

日
神
社
を
北
に
向
か
う
道
は
、
西
国
23
番
札
所
、

勝
尾
寺
に
通
じ
て
い
る
。
小
野
原
村
は「
勝
尾

寺
」と
い
う
観
音
信
仰
の
メ
ッ
カ
に
向
か
う「
信

仰
道
」だ
っ
た
の
で
あ
る
。

亀
岡
街
道
か
ら
北
へ

旧
山
田
村
を
通
過
す
る

「
山
田
三
ツ
辻
」を
右
へ

 

そ
し
て
北
へ

つ
い
に
西
国
街
道
に
到
達

小
野
原
村
っ
て
な
ん
だ
？

亀
岡
街
道
と
西
国
街
道
を
つ
な
ぐ
道

小
野
原
街
道
漫
歩

吹田溺愛主義吹田溺愛主義吹田溺愛主義
二十四

新
山
ひ
ろ
し

すいた市民しんぶん １２29すいた市民しんぶん１３ 29
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